
（１）平成27年3月期通期　連結業績予想数値の修正（平成26年4月1日～平成27年3月31日） 

（２）修正の理由 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算出したものであり、今後様々な要因により実
際の業績が記載の予想数値と異なる可能性があります。 
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特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は下記の通り、特別損失を計上する見通しとなったことを踏まえ、平成27年１月30日に公表した業績予
想を修正いたしましたので、お知らせいたします。 

記 

２．業績予想の修正について

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,307,000 175,000 167,000 122,000 49.84
今回修正予想(B) 2,307,000 175,000 167,000 93,000 37.99
増減額(B-A) 0 0 0 △29,000
増減率(%) 0.0 0.0 0.0 △23.8
（ご参考）前期実績 
（平成26年3月期）

2,112,117 166,044 159,613 108,451 43.10

以 上

－1－

１．特別損失の計上について

　当社は、当社の完全子会社であるTokyo Gas America Ltd.が、その子会社であるTG Barnett Resources LP（当社グ
ループ持分100％）を通じて参画している米国テキサス州バーネット堆積盆におけるシェールガス開発事業（※）について、
ガス・原油価格下落の影響等を踏まえた事業価値の再評価をおこなった結果、約240億円の減損損失が発生する見込み
となりました。
　また、当社の完全子会社であるTOKYO GAS AUSTRALIA PTY LTDが、その完全子会社であるTOKYO GAS QCLNG 
PTY LTDを通じて参画している豪州クイーンズランド州スラット盆地を中心としたクイーンズランド・カーティスLNGプロジェ
クト（※）についても、開発費用の増加及び原油価格下落の影響等を踏まえた事業価値の再評価をおこなった結果、約70
億円の減損損失が発生する見込みとなりました。
　これらにより、平成27年３月期通期の連結決算において減損損失約310億円を特別損失に計上する予定です。なお、法
人税等を考慮した当期純利益影響額は約△290億円となる見込みです。

　※各プロジェクトについては、平成25年３月29日付開示資料「米国バーネット堆積盆におけるシェールガス開発事業への
事業参加について」及び平成23年３月７日付開示資料「クイーンズランド・カーティスLNGプロジェクトからの液化天然ガス
購入と同プロジェクトへの参画に関する契約の締結について～非在来型天然ガスから生産されるLNGを購入する契約を
日本で初めて締結～」をご参照ください。

 上記１．のとおり、特別損失を計上する見通しであることに伴い、平成27年３月期通期の連結業績予想を修正した結果、
当期純利益は前回予想を下回る見通しです。 

なお、個別業績予想については、前回発表予想から変動ありません。 




